











































































































































































































































は含まれないものの、番組紹介や時評の性質上、前者は 1961年 8月から 9月頃、後者は























































































1960年 11月 30日 新東宝・大蔵貢、社長辞任の意向を表明
50
。






1961年 06月 14日 新東宝、映画製作を停止。スタジオも活動停止へ
53
。
1961年 08月 24日 日本テレビ、新東宝作品『乾杯！女学生』を放映
54
。






1961年 09月 06日 池部良、日本テレビにて『マカオの男』記事の取材対応
57
。
1961年 09月 09日 配給会社「大宝」設立、『マカオの男』配給を発表
58
。



































































































































に、「東映の高倉健」（高倉は 1963年に 12本、1964年に 8本の映画に出演したが、全て

























































 6　“Studio System,” The Film Studies Dictionary, ed. Steve Blandford, Barry Keith Grant, and Jim 
Hillier (London: Arnold, 2001), 229–30.
















































































































①　10月 01日 ②　10月 08日 ③　10月 15日 ④　10月 22日
⑤　10月 29日 ⑥　11月 05日 ⑦　11月 12日 ⑧　11月 19日
⑨　11月 26日 ⑩　12月 03日 ⑪　12月 10日 ⑫　12月 17日
⑬　12月 24日 ※　木曜 21時 45分─22時 45分放送
70　『噴煙』企画書、早稲田大学演劇博物館（タ 06─3647）、無頁。
71　俳優組合の結成を巡る池部と佐田の動向を追跡するには、「『俳優ユニオン』のその後を追
う」『キネマ旬報』1963年 4月上旬号、46頁─53頁、岩崎昶「始めは終りを規定する」『キネ
マ旬報』1963年 4月上旬号、54頁─55頁などを参照せよ。
72　「映画俳優の夜明け」『東京新聞』1963年 1月 28日朝刊、7頁。
73　映画スターが提出した様々な異議申し立ての詳細については、「『俳優ユニオン』のその後
を追う」『キネマ旬報』1963年 4月上旬号、47頁─48頁などを参照せよ。
74　『噴煙』番組紹介、『朝日新聞』1964年 10月 1日朝刊、7頁。
